
69.

30)筒井紀久千 ･武田庄平 ･松沢哲郎 (1999)マ
カクザルにおける r水遊び｣とその発述.日本

動物心理学会邦59回大会 (1999年5月､金沢).

動物心理学研究 49:84.

31)打越万事千 ･水谷俊明 ･松沢哲郎 (1999)ア

ジルテナガザル (HyLobatesagL'JL'S)のあかん

ぼうの行動発達｡日本動物心理学会第59回大

会 (1999年5月､金沢)｡動物心理学研究 49:

96.

32)山根到 ･鈴木樹理･友永雅己･大蔵聡 (1999).

遊具帝人が個別飼育アカゲザルに与える効果.

苅15回日本霊長類学会大会 (1999年6月､宮

崎)｡霊長類研究 15:442.

33)山根到 ･鈴木樹理･友永雅己 ･大蔵聡 (1999)

木片遊具とストレッサ- :環境エンリッチメン

トの評価｡平成11年度京都大学霊長類研究所

共同利用研究会r霊長現のストレス反応とその

メカニズム｣(1999年11月.犬山)｡

認知学習分野

小嶋群三 ･正高信男 ･中村克樹 ･

南雲純治l)･杉浦秀樹2)

<研究概要>

A)霊長類の聴覚と音声に関する研究

小嶋群三

1頭のチンパンジーの聴覚に基づく環境の理

解に関して､聴覚一視覚の見本合わせ課招により､

以下の点を検討した｡ a)音声によるヒトの性の

理解.b)チンパンジーの個体名の理解､C)ちのの

名称の理解｡a)はこれまでの研究の追試であるが､

性の弁別が可能であった｡恐らく音声の基本周波

数の性差に基づいて判断していると思われる｡b)

については突験宝では理解できなかった｡放飼場

では個体名を理解しているように思われるが､文

脈から切り即された実験室では困難なようであ

る｡C)に関しても斑しかった｡そこでものの音の

擬音泊を串入して訓練したところ､それは理解す

ることができた｡

B)老齢ザルの認知横倍の研究

小切師三 ･土田順子3)･久保南梅子4)

加齢に伴う詑知機能の低下を明らかにする目

的で.老齢ニホンザルのパターン弁別､連続位置

逆転の成約を若年のサルと比較している｡また,

学習セット形成の追加実験を行っている｡老齢ザ

ルは学習セットの形成を含め物体弁別の諸課題で

成約の低下を示す.約瑚網野の下膨隆部から内側

眼窃前頭部にかけての細域が何らかの加齢性の機

能低下を起こしていると推測している｡

C)PETを用いたヒトの認知機能の研究

小切群三

PETを用いて高次認知機能に関わる脳部位

の同定を行っている.上腕手指と口項部の運動の

祝祭と采行時の脳の局所血流瓜の変化をポジトロ

ンCTにより検討した.とくに安静時と比較して､

投票時には視覚閃迎何野が.突行時にはそれぞれ

の運動に関連する感光運動街域と小脳の血流虫が

増加した｡また央行時に血流免の低下を前頭桑や

側頭葉で兄いだしている｡これは東北大 ･川島.

長寿医療研究センター ･伊藤らとの共同研究であ

る｡

D)霊長類のコミュニケーションの比較行動学

正ホ信男

ヒトを含む様々な和の音声.祝党コミュニ

ケーションの比較研究を行っている.

E)サル側頭煎陀内87TJ部のニューロンの視覚応答

性の研究

中相克樹 ･佐藤暢哉1)

サルの噴周囲皮質と泊馬傍回の現先機能差

を､様々な視覚刺激に対するニューロンの応答仕

を比較することで検討している.

F)サル頭頂間柄周辺田城のサッカー ド運動にお

ける役割の研究

中相克樹 ･秦荘雅登4)･高田昌彦4)

サル頭m問溝周辺街域のサッカ-ド運動にお

ける役割を明らかにするため,注視 ･サッカード

中のニューロンの応答性を調べている｡
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G)ヒト脳の視覚情報処理過程の研究

中村克樹

視覚認識や立体視に関わるヒトの脳部位を

PETやMEG､fMRlを用いて検討した｡東北大 ･

川島､長寿医療研究センター ･伊藤.東北福祉

大 ･松江､生理研 ･花躍らとの共同研究である｡

H)ニホンザルの音声コミュニケーションの研究

杉浦秀樹

野生のニホンザルを対象に､クー ･コールの

機能と可塑性に関する研究を行っている｡

I)霊長類行動実験制御装置およびプログラムの

開発

南雲純治

本年度は､以下のことを行った｡人工言語図

形 ･色 ･漢字による色概念学習実験プログラムの

作成.DOS用マイクロタッチパネル制御ライブ

ラリの作成 (日本語 ･英語版QuickBasic系言語

で共通使用可)｡DOS用コイン投入機制御汎用ラ

イブラリの作成(日本語 ･英語版QuickBasic系言

緬で共通使用可)｡Windows用コイン投入機制御

汎用ライブラリ(ocx)の作成 (VisualBasic,

Delphi,C十十Builder等から使用可)｡コイン投入

機を用いた.チンパンジーの食物噂好比較実験プ

ログラムの作成(DosQ山ckBasic版､Windows

VisualBasic版)｡動画像を用いた見本合わせプロ

グラムの作成(WindowsVisualBasic)｡

<研究菜損>

論文

一英文-

1)Bloom,K.,Delmore-Ko,P.,Masataka,N.

&Carli.しく1999)Possibleselfasparentin

Canadian.ItalianandJapaneseyoung
adults.CanadianJournalofBehavioral

Science31:198-207.

2)Ikeda,Y.&Masataka,N.(1999)Avariable

thatmayaffectindividualdifferencesin

the child-directed speech.Japanese

PsychologicalResearch41:203-208.

3)Kawashima,R.,Sugiura.M.,nato.T.,

Nakamura,A..Hatano.K.,Ito.K.,Fukuda,

H.,Kojima,S.&Nakamura,K.(1999)The

humanamygdalaplaysanimportantrole

ingazemonitoring.APETstudy.Brain
122:779-783.

4)Masataka,N.(1999)Preferenceforinfant-

directedsingingin2-day一〇ldhearing

infantsofdeafparents.Dvelopmental

Psychology35:1001-1005.

5)Masataka,N.(2000)Informationfrom

speechandgestureinintegratedwhen

meaningsofnewwordsarecategorizedin

normalyoungchildren,butnotinchildren

withWilliamssyndrome.CognitiveStudies
7:37-51.

6)Nakamura.K.Chung.H.HqGraziano,M.

S.A.&Gross.C.G.(1999)Adynamic

representationofeyeI氾SitionintheparietO-
occipitalsulcus.JoumalofNeurophysiology
81:2374-2385.

7)Nakamura,K..Kawashima.R..Ito.K..

Sugiura,M,Kato.T,N血 mura,A,Habno,

K.,Nagumo,S..Kubota,K.,Fukuda.H.皮

Kojima.S.(1999)Activationoftheright

inferiorfrontalcortexduringassessmentof

facialemotiorLJournalofNeuroDhysiology
82:1610-1614.

8)Sato,N.,Nakamura,K.,Nakamura.A..

Sugiura.MJto,K,Fukuda,H.&Kawashima.

R.(1999)Differenttimecoursebetween

sceneprocessingandfaceprocessing:an

MEGstudy.NeuroReport10..3633･3637.

9)Sugiura.M.,Kawashima.氏..Nakamura,

K.,Okada.K.,Kato,T..Nakamura.A.,

Hatano,K.,Itoh,K.,Kojima.S.皮Fukuda,

H.(2000)PassiveandActiveRecognition

ofOne'らownFace.Neurolmagell:36-

48.

-和文-

1)杉浦秀樹 ･田中俊明 ･正高信男 (1999)ニホ

ンザルの生息地における音響伝搬とクー ･コー

1)技官

2)教務職員

3)大学院生

4)共同利用研究員
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ルの熊田差への影野｡ 日本昏哲学会抹 55:
679-687.

総説 ･その他

一英文-

1)Masatak孔N.(2000)Theroleofm∝lality

andinputintheearlieststageoHanguage

acquisition:StudiesofJapaneseSing

Language.In:LanguageAcquisitionby

Eye(eds.Chamberlain.C.,Morford,∫.P.&

Mayberry.R.Ⅰ.).MahwahNJ.Erlbaum,pp.
3-24.

2)Nakamura.K.(1999)Therightinferior

frontalcortexandemotionalsignals.Brain

MechanismsandDisordersinLanguage

Comprehension.25thConferenceofthe

RodinRemediationAcademy.DP.7-8.

-和文-

1)小嶋群三 (1999)ミラーニューロンと言始の

起源｡科学 69:404-408.

2)小嶋群三 (1999)研究童 ･研究所めぐり

(20)/京都大学霊長類研究所｡迫伝 53(12):
66-68.

3)小嶋群三 (2000)チンパンジ-の聴覚と音

声 :言語の起源 と進化｡基礎心理学研究

18:166-172.

4)久保田統 ･小鴨群三 (2000)行動の発達と前

頭連合野｡rことばと心の発達IW,4巻 rこと

ばの陪審と脳のはたらきJ(/川島群三 ･成取成

人監修､久保田銃絹張)｡ミネルヴァ昏房､京

都､pp.1-38.

5)正高信男 (1999)言語習得はどこまでモ

ジュール的か｡科学 69:803-810.

6)中村克樹 (1999)表情の判断と前頭桑の活

動｡神経研究の進歩 43:519-527.

7)中村克樹 (1999)顔 ･表情を見分ける神経機

構 -イメージングでの研究-｡脳の科学 22:
147-152.

8)杉浦秀樹 (1999)かたり合う動物達｡日本音

響学会誌 55:796-801.

著昏 ･拐杏

1)小嶋群三 ･成取贋人監修､渡辺茂絹処

(2000)rことばと心の発達J節3巻 r心の比
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較認知科学J､ミネルヴァ霞房､京臥 446pp.

2)小嶋締三 ･成取成人監修.久保田競編集

(2000)rことばと心の発達J的4巻 rことば

の脚ETBと脳のはたらきJ､ミネルヴァ昏房､京

都､383pp.

3)正捌 39](1999)rTF児と日本人｣､岩波雷店､

188pp.

4)正拓信刀(2000)r老いはこうしてつくられ

る｣.中央公論新社､191pp.

5)杉浦秀樹 ･田中俊明 (2000)五群 コミュニ

ケ-ション :クー ･コールを過してニホンザル

の心をのぞく｡｢ニホンザルの自然社会-エコ

ミュージアムとしての屋久島｣ (苅畑山起夫 ･

山稜寿-揃).式部大学学術出版会.pp.129-
158.

翻訳

1)杉浦秀樹 ･井藤千映芙 ･長谷川カー(釈)

(1999)rオランウータンと弗に｣(BiruteM.

F.Galdikas野.ReflectionsofEden:my

yearswiththeorangutansofBorneo.

Little.Brown.1995)｡新曜社､上世400pp､

下巻 384pp.

学会発表等

一英文-

1)Kawashima.氏..Sugiura.M..Kato.T.,

Nakamura.A,Hatano.KJto.KIKojima.S,

Fukuda.H.皮Nakamura.K.(1999)Aneye-

directiondetectorsysteminthehuman

brain-APETstudy-.FifthInternational

ConferenceonFunctionalMappingofthe

HumanBrain(June1999.Duesseldorf.

Germany).Neurolmagc9SuDPl=766.

2)Kojima.S.Kawashima,RJto,K.Sugiura.
M,Kato,T,Hatano.K,Nagumo,S.Asakawa,
K..Schormann,T..Fukuda,HqZilles,K.&

Kiritani.S.(1999)Categorizationofsound.
Onomatopociaandnameofobjects.Fifth
InternationalConferenceonFunctional

MappingoftheHumanBrain(June1999.

Duesseldorf.Germany).Neurolmage9

Suppl:997.

3)Masataka,N.(1999)Preferenceforinfant-



directedsingingin2-day-Oldhearing

newbornsofdeafparents.TheBiennial

MeetingoftheSocietyfortheResearchof

ChildDevelopment(Apr.1999.Albuquerque.

USA).

4)Nakamura,K.(1999)Therightinferior

frontalcortexandemotionalsignal.-Brain

MechanismsandDisordersinLanguage

Comprehension… RodinRemediation

AcademySymposium 1999(Apr.1999,

Wako.Japan).

5)Nakamura,KりSato,N.,Takada,Mり

Tokuno,H.&Taira,M.(1999)Neuronsin

theposteriorparietalcortexaresensitive

tobotheyepositionandsaccadetarget

position.The29thAnnualMeetingofthe

SocictyforNeuroscience(Oct.1999.Miami

BeachUSA).

6)Nakamura.K,Sugiura,M..Sato.N..Kato.

T､Hatano.KJto.K,Fukuda,HーSchormaruL
T..ZHJes,K.& Kawashima.R.(1999)

Hierarchyoffaceprocessinginthehuman

ventrdvisualpathway.Fifthlntemational

ConrerenceonFunctionalMappingofthe

HumanBrain(June1999.Duesseldorf.

Gcrmany).Neurolmage9Suppll882.

7)Sugiura,M..Kawashima.良.,Nakamura,

KISaLo.N.Kato,TqNakamura.A,Hatano.

K..Schormann,TりIto,K.,Zilles,K.&

Fukuda.H.(1999)Inter-subjectandinter-

trialvariabilityofbrainactivationinPET

studyoffacediscriminationtasks.Fifth

InternationalConferenceonFunctional

MappingoftheHumanBrain(June1999.

Duesseldorf,Germany).Neurolmage9

Suppl.:799.

-和文-

1)藤田志歩 ･杉浦秀樹 ･光永総千 ･滴水慶子

(1999)野生ニホンザルにおける卵央周期のホ

ルモン動態と性行動の変化｡第14回日本霊長

類学会大会 (1999年6月､岡山)｡霊長類研究

15(3):407.

2)半谷吾郎 ･松原幹 ･杉浦秀樹 ･早川祥子 ･後

藤俊二 ･田中俊明 ･JosephSoltis･野間直彦

(2000)屋久島 ･半山地区でのニホンザルの大

量死｡第47回日本生態学会大会 (2000年3月､

広島)｡

3)小嶋群三 (1999)チンパンジ-の聴覚と音

声 :言語の起源と進化｡El本基礎心理学会､第

1回フォ-ラム､ことばの発達と異常 (1999

年4月､東京)｡

4)小嶋群三 ･橋浦和秀 (1999)チンパンジーに

おける声によるヒトの性の弁別｡日本動物心理

学会第59回大会 (1999年5月,金沢).

5)/川島祥三 (1999)聴覚刺激のカテゴリ化と脳

の活動-PET研究-｡日本心理学会第63回

大会 (1999年9月､名古屋)｡発表論文処p.
242.

6)久保南梅子 ･小嶋群三 (1999)老齢ニホンザ

ルにおける連続位置弁別逆転学習｡窮15回日

本霊長類学会大会 (1999年6月､宮崎)｡研究

発表予稿集 p.43.

7)中村克樹 ･川島隆太 ･花揮明俊 ･佐藤磁子 ･

杉浦元亮 ･渡逸丈夫 ･佐藤和則 ･前田泰弘 ･松

江克彦 ･福田寛 (2000)後頭頂乗皮質は奥行き

知覚に関与する IfMRI実験-｡約2回ヒト脳

機能マッピング研究会学術集会 (2000年3月､

東京)｡

8)佐藤暢哉 ･中村克樹 ･中村昭範 ･杉浦元亮 ･

伊藤健吾 ･福田寛 ･JJJ島隆太 (2000)凪崇の処

理と顔の処理での異なった時間推移 -MEG実

験-｡第2回ヒト脳機能マッピング研究会学術

集会 (2000年3月､東京)｡

9)杉浦秀樹 ･揚妻直樹 (1999)野生ニホンザル

における群れの消滅とメスの移籍｡窮14回日

本霊長類学会大会 (1999年6月､岡山)｡霊長

類研究 15(3):417.

10)杉浦秀樹 ･正高信男 (1999)ニホンザルの方

言と生息地における音響伝搬｡1999年日本音

響学会秋期研究発表会(1999年10月､松江)｡

ll)田中俊明 ･杉浦秀樹 ･拐妻直樹 ･松原幹

(1999)野生ヤクシマザルに対する餌やりの実

態調査｡第14回日本霊長類学会大会 (1999年6

月.宮崎)｡霊長玩研究 15(3):441.

12)土田順子 ･川崎勝義 ･久保南海千 ･山海直 ･

寺尾忠治 ･小山高正 ･吉川泰弘 ･牧野煩四郎 ･

小嶋群三(1999)老齢カニクイザルにおける図

形弁別学習｡日本動物心理学会第59回大会
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(1999年5月､金沢)｡

行動発現分野

三上申允 ･棚非芳錐 ･脇田托消

<研究概要>

A)視覚誘串性急速眼球運動に関与する脳内機桐

の研究

三上孝允 ･井上雅仁1)

視覚誘導性急速眼球運動をPET計測によっ

て嗣ベ.注意のシフトの条件で､頭頂連合野の活

動が特に高まることを明らかにした｡

B)学習課題遂行中のニューロン活動の時間特性

とニューロン･タイプ判定

三上孝允 ･梅野俊平 2)･加藤啓一郎2)･

妾 英刃 3)･松元まどか2)･小山哲男4)

学習課題遂行中に細胞外記録したニューロン

活動のバースト発射を手掛かりとして大脳皮質内

局所回路を解析した｡

C)色盲ザルの捕雑調査と生理学的同定

三上串允 ･竹中 修 ･後藤俊二 ･

加藤啓一郎 2)･花汚明俊S)･小松英彦5)･

山森哲雄6)･小池 智7)･大西暁士8)

インドネシアで色古のカニクイザルを捕粧

し､網膜屯図(ERG)計測を行った｡

D)前頭乗降苔患者の機能テスト

三上帝允 ･鈴木恒彦 9)･林 克樹10)･

捌 雅子10)･久保印 税11)

前頭桑に障害のある患者さんで､様々な前頭

煎機能をテストし､障苔部位と各種機能陪審との

関係を解析した｡

E)時間情報の知覚と保持に関わる動的神経回路

の解明

横井芳雄12)

刺激自体ではなくそこに内在する時間fI7報を

記但し処理する際の動的神経回路(セルアセンブ

リ)の解明を目指す｡記憶訊祖を設定し.行動訓

練を進めた｡

F)動的神経回路の検出 ･解析法の構築

横井芳雄

様々な記憶課題遂行中の多数ニューロン活動

や小ニューロン群の典合的活動を.脳の広範囲か

ら安定して記録し解析するための.方法や理論的

モデルについて開発した｡

G)弁別訓練が皮TI受容野の活動特性に及ぼす影

智

脇田真清

光学測定法を用いてサル祝党皮質の機能単位

の祝祭を行いつつ.弁別訓杵のパラメータを決定

した.

H)図形決別を杓う視覚tIT和処理経路の研究

栂野俊平 ･長坂泰9113)･井上雅仁 ･三上孝允

図形弁別訊増を訓純したサルに.Shape-

from-motionによる図形を用いた裸田を行わせ､

図形知党が生じる条件を調べた｡またサルの下部

側頭皮21から況RB遂行中の神経細胞活動を記録し

た｡

I)報酬や嫌悪刺激への桐邦子行状回の関与

加藤啓一郎 ･小山哲刀 ･三上帝允

アカゲザルの前部抑状回から神経細胞活動を

記録し解析を行った｡

J)アカゲザル耶4次視覚野における江忠の神経活

動に与える影野

狼改正Rlj2)･三上串允

注意が神経活動に与える影野を検討するた

め､視覚探索課越をアカゲザルに学習させた｡

K)順序情報の情報処理横柄の研究

井上雅仁 ･楼井芳雄 ･三上串允

順序情報の脳内処理機桐の解明のための学習

課REiを開発し.行動実験を行った｡

L)空間位把の短1g7記低で働く脳内部位の同定

井上雅仁 ･三上章允

空間位田の記位で働く部位をPET計測で

マッピングした｡
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